
 

24  

昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
日
提
出 

質

問

第

二

四
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右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
海
岸
法
違
反
行
為
の
疑
義
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

昭
和
五
十
三
年
三
月
二
十
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

保 
 

利 
 
 

茂 

殿 

 

提 

出 

者 
 

木 
 

原 
 
 

実 

 

一 

 



 

三 

空
港
公
団
の
本
件
に
係
る
違
法
行
為
に
関
し
、
政
府
及
び
海
岸
管
理
者
の
指
導
監
督
責
任
を
明
ら
か
に
さ
れ

た
い
。 

昭
和
五
十
三
年
三
月
三
日
付
内
閣
衆
質
八
四
第
八
号
の
答
弁
に
よ
つ
て
、
新
東
京
国
際
空
港
公
団
は
千
葉
市
内

に
お
け
る
航
空
燃
料
輸
送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
埋
設
工
事
に
際
し
、
海
岸
法
第
七
条
に
基
づ
く
許
可
を
受
け
る
必
要
が

あ
つ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
錯
誤
に
よ
つ
て
許
可
を
受
け
ず
に
工
事
を
行
い
、
海
岸
保
全
施
設
を
破
損
し
た
こ
と
が

明
ら
か
と
な
つ
た
。
よ
つ
て
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

一 

海
岸
法
は
、
第
七
条
の
許
可
を
受
け
ず
に
海
岸
保
全
区
域
に
工
作
物
を
設
け
て
当
該
保
全
区
域
を
占
用
し
た

者
に
対
し
、
い
か
な
る
罰
則
を
科
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

空
港
公
団
の
錯
誤
の
原
因
並
び
に
行
為
の
刑
事
及
び
行
政
的
責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 
新
東
京
国
際
空
港
公
団
の
海
岸
法
違
反
行
為
の
疑
義
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書 

三 

 



 

 

四 
四 
空
港
公
団
は
、
成
田
市
周
辺
に
お
い
て
反
対
運
動
を
行
う
も
の
に
対
す
る
違
法
行
為
に
つ
い
て
は
ま
こ
と
に

神
経
質
で
あ
る
が
、
自
ら
の
違
法
行
為
に
つ
い
て
今
ま
で
ど
の
よ
う
な
責
任
を
と
つ
て
き
た
か
。
航
空
燃
料
輸

送
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
に
関
す
る
消
防
法
違
反
、
農
地
法
違
反
に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た

い
。 

右
質
問
す
る
。 


